Some Thoughts on Belarus’ and Svetlana Alexievich, with Reference to Grigory Ioffe’s Work by 塩川, 伸明 et al.
 






























                                                          
1 日本でベラルーシについて論じた文献は数少ないが、いくつか興味深いものがないわけではない。
越野（2014）、服部（2004a, 2004b, 2008）、早坂（2013）、福嶋（2015）、松里（Matsuzato 2004）など
があり、概説書として服部・越野（2017）も出た。欧米では Guthier (1977a, 1977b), Marples (1996, 1999), 
Urban and Zaprudnik (1993), Wexler (1985), Zaprudnik (1989, 1993)などが代表的である。ロシアの研究






 彼は 21 世紀初頭に、Europe-Asia Studies 誌に 3 回連載という異例の長編論文を書き（Ioffe 

























































 20 世紀に入って、ベラルーシ語化の試みは 1920 年代（コレニザーツィヤ＝現地化の時
代）、1950 年代初頭（ベリヤの短命な「自由化」の試み）4、1988-94 年（ペレストロイカか
                                                          
2 この問題については、塩川（2018 予）参照。 




ーシといった新領土における民族政策の転換などが含まれる。ベラルーシの場合、1953 年 6 月 25‐
27 日の共和国共産党中央委員会総会で、それまでの幹部人事政策・教育政策におけるロシア的偏向































 ソ連解体直後の 1990 年代前半には急激な「上からのベラルーシ語化」政策がとられた
が、これは「言語的ジャコバン主義」だったと考える人が今では増えている。ロシア語に
「もう一つの国家語」の地位を付与する 1995 年レファレンダムは圧倒的多数の支持を得た
                                                          
1953-го // Коммунист Белоруссии, 1990, № 7, 8. 
5 この問題については、塩川（2004: 58-61; 2015: 235-237）参照。 
 



























 都市部でベラルーシ人が本格的に増大したのは、ソ連時代後半の第 2 次大戦後のことで
あり、その多数派を捉えるナショナル・シンボルはソヴィエト期に形成されたもの――そ
の最大の象徴は 1941-44 年の対ナチ・パルチザン戦――である。つまりネイション意識の






































いない。1980 年代末から 90 年代初頭にかけてベラルーシ人民戦線の指導者だったゼノ
ン・ポズニャク（ジャノン・パズニャク）はヴィリニュス出身のカトリックだが、濃厚な
親ポーランド・反ロシア主義を特徴とする彼の言説はベラルーシの在野勢力の間でも孤立
し、彼は 1996 年にアメリカに出国した（Ioffe 2008: 64-65）。その後のベラルーシで活動し
続けている政権批判的な在野勢力は、どちらかといえばロシア語で発信する傾向がある。
 




































































                                                          
7 アレクシエーヴィチが「ルカシェンコ大統領はわたしたちなんかより、野党の知識人なんかより
庶民との対話がずっと上手」と語り、「私はバリケードの間に挟まって両方からたたかれる」と語っ
ている（アレクシエーヴィチ 2016a: 486-487）ことも思い起こされる。 
 









































































                                                          
10 かつて民族の差を超えた「ソヴィエト人」という概念が提起されたことがあるが、それは単一の
民族を含意する советская нация ではなく、諸民族の差を含みつつそれらを包括する概念として
советский народと呼ばれた。一部に「民族融合」の観点から советская нацияという用語を使おうと





こと（Ioffe 2008: 47）。 
 
85 塩川伸明（東京大学名誉教授） グリゴリー・ヨッフェのベラルーシ論とアレクシエーヴィチ 
はこういう点にあるのではないだろうか。 
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This paper aims at presenting an outline of a book on Belarus’ written by Grigory Ioffe, an ex-
Soviet Jewish-Belarusian scholar. Although he was born and brought up in Moscow, he 
frequently visited Minsk, where many of his relatives live. Therefore, his knowledge on Belarus’ 
is based on close observation and personal experience. At the same time, not being an ethnic 
Belarusian, he distances himself from Belarusian nationalism, which makes his argument 
unique and controversial. One of his characteristic argument concerns the relationship between 
language use and social attitude. While some Belarusian nationalists argue that those who 
usually speak Russian instead of Belarusian must be old-fashioned Soviet-type people, Ioffe 
points out that there are many liberal Belarusians who speak Russian. One of the representatives 
of them is, according to him, Svetlana Alexievich, the 2015 Nobel prize laureate. In this 
connection, the last section of this paper is devoted to an attempt at analyzing her concept of 
“Soviet people.” 
 
